
 

鳥インフルエンザウイルスの型は

次のうちどれでしょう？ 

①A型 

②B型 

③C型 

④D型 
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答えは裏面 

鳥インフルエンザ強化モニタリングへのご協力をお願いします  

 東京都では、高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザの清浄性

の維持・早期発見を目的として、強化モニタリングを毎年実施しています。国の指

針が改正されたため、今年度からは無作為に抽出された11戸の農場が対象となりま

す。対象の方には通知を送付しますので、ご協力をお願いします。なお、鶏病抗体

調査は従来どおり概ね100羽以上を飼養する全農場で実施します。 

 9月12日に韓国の肉用鶏農場で今シーズン初となる高病原

性鳥インフルエンザ（H5N1亜型）が発生しました。昨シーズ

ンと比較すると3週間ほど早く確認されています。日本にお

いてもシベリアや韓国からの渡り鳥によってウイルスが持ち

込まれる可能性があります。すでに北海道では渡り鳥の飛来

が確認されています。発生予防対策、異状の早期発見・早期

通報等の徹底をお願いします。 

韓国で高病原性鳥インフルエンザが発生しました！ 

発生地点 

＜模型による威嚇＞ ＜テグスの張り方の一例＞ 

 昨シーズンに愛知県で発生した事例では、カラスを介して鶏に感染した可能性

が示唆されています。国内でよくみられるハシブトガラスは、死肉等を好むた

め、渡り鳥の死骸を摂食することで鳥インフルエンザに感染する可能性がありま

す。カラス等の野鳥侵入防止対策として、防鳥ネットの破損の確認及び張替え・

修繕をお願いします。また、テグスを畜舎に張る、水場に忌避テープを設置す

る、模型を使って威嚇するなどの方法も効果的ですので、ぜひご活用ください。 

カラス等の野鳥対策をしましょう！ 

・テグスを張るとカラスは警戒して 

 侵入防止対策になる 

・ビニールハウスの鶏舎では屋根の 

 損傷を防ぐことができる 
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クイズの答え：① 

 鳥インフルエンザはA型ウイルスです。人を含めた様々な動物に感染します。ほかにも、B型ウイルスは人、アザラ

シ、アシカ、C型ウイルスは人と豚、D型ウイルスは牛に感染することが知られています。 

豚熱のまん延防止対策をしましょう 

牛海綿状脳症に係る肥料規制が見直されました！ 

 牛、めん羊及び山羊の肉や骨を含む肥料（牛等由来肥料）は、牛海綿状脳症

（BSE）の発生を予防するため、摂取防止材の混合または原料加工の管理措置が義

務付けられていました。今般、牛等由来肥料が飼料へ流用・誤用されたり、牧草

地に使用される可能性は極めて低いという状況から、今後はこれらの管理措置を

原則不要とするという規制の見直しがなされました。引き続き、牛等由来肥料を

牛が誤って食べないよう保管するとともに、牧草地には使用しないようお願いし

ます。 

規制見直し後 

特定危険部位

の除去 

とうがらし粉末の

混合、灰化等の 

管理措置不要 

牛等由来肥料には、

必ず注意事項の表示

がありますのでよく

確認しましょう！ 引き続き牧草地には

使用できません！ 

養豚農場では… 

・山林への出入りは控える 

・関係者以外の農場への立入を禁止 

・農場に出入りする際には、人、物、車両の 

 消毒 

・野生動物の侵入防止対策 

 本年4月に宮崎県の野生いのししで確認された豚熱ウイルスは、佐賀県で確認さ

れたウイルスと非常に近縁であることが分かりました。熊本県や大分県では陽性

個体が確認されていないことから、ウイルスは宮崎県に人の動きを介して運ばれ

たと推察されています。秋から冬にかけては、行楽シーズンや狩猟期間のため、

山林に出入りする人が多くなります。また、野生いのししは繁殖期を迎え、餌を

求めて活動が活発になります。ウイルスが拡散するリスクが増大しますので、以

下のまん延防止対策の実施をお願いします。 

ウイルスまん延防止対策 

登山者、狩猟者は… 

・山から出る際には、服、靴、車両のタイヤ 

 についた土を落とす 

・野生いのししを誘引しないよう、飲食物を 

 捨てない 

・養豚農場には近づかない 


